教育課程　１道５
第１学年道徳指導案
１　主　　題　友達と仲良くし、ともに助け合うこと〈Ｂ―（９）友情・信頼〉

２　資 料 名　えんそく（出典　明るい心）

３　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について

誰もが、生活をしていくうえで、周りの人の支えを受けている。子ども同士であっても、日常の生活の中で助け合い、励ましあって生活をしている。しかし、発達段階として自己中心的な傾向のある１年生は、自己の利益を優先してしまう。そこで道徳の時間を核として、友達と仲良くし、助け合おうという気持ちを育てたい。
（２）　児童の実態について

児童の学校での生活を見ていると、少しずつ学校生活にも慣れ、仲のよい友達が増えつつある。しかし、ささいなことで言い争いになることもある。その原因として自分本位で、相手の気持ちを考える余裕がないことが多い。そこで、生活科の授業や遠足などの体験を通して友達と助け合うことの大切さに気付かせるとともに道徳の授業でも友情の大切さについて考える機会としたい。
（３）　資料について

　　　   本資料では、たかしが遠足で拾ったどんぐりを、公園に忘れて困っている。その様子を見た主人公は、自分のどんぐりを分けようか迷ってしまう。その時、どんぐりを少ししかもっていないよしおやけいこがたかしに分けてやるようすを見て、恥ずかしくなるという内容である。友達にどんぐりを分けてあげようかという主人公の「迷い」、進んでどんぐりを分けてあげる友達の行動を見た後の「恥ずかしさ」を考えることで、人を助けることの気持ちのよさと大切さを学ばせることができると考える。
４　ねらい

　○　どんぐりを分けてあげる友達を見て、恥ずかしくなった僕の気持ちを通して、友達と仲よくし、ともに助け合い、励まし合おうとする道徳的実践意欲と態度を育てる。

５　準　　備　（教）挿絵　お面　振り返りカード
６　指導過程

	時間
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	教師の働き掛けと支援・留意点
	評　　　価

	導入

５

（5）

	１　遠足で友達と遊んだことを想起する。

△　遠足に行って友達とどんなことをして遊びましたか。

・　一緒に見学をしたよ。

・　木の実を拾ったよ。

・　おにごっこをしたよ。
	○　愛地球博公園やネオポリス公園で、木の実を集めたり、友達と遊んだりした時の写真を見せ思い出させるようにする。
○　木の実を拾っている写真も見せ様子を聞く。
	○　愛地球博公園やネオポリス公園で遊んだ場面を思い出し発表できたか。
（観察・発表）

	展開

３３
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	２　資料を読み、登場人物の気持ちや行動について考える。

（１）資料を読む。

　　

（２）登場人物の気持ちや行動について知る。
	○　資料は、教師が挿絵を見せながら範読する。

○　児童は、教科書は机上に置かせない。
	○　集中して資料を聞くことができたか。

（観察）



	　

	　△　「ぼく」はどんな気持ちで
どんぐりを拾っていたでしょうか。
　・　たくさんほしいな。

　△　「ぼく」は、たかしさんがどんぐりを忘れたことを知り、どんなことを考えていましたか。

　・　分けてあげると自分の分が減るからいやだな。
　・　忘れたから自分が悪いよ。

　▲　けいこやよしおが「分けてあげるよ」と言った時に、「ぼく」は、どんな気持ちになりましたか。

　・　二人は優しいな。
　・　どんぐりがたくさんあるのに分けてあげなかったから、恥ずかしいな。
３　困っている友達を助けたり、助けられたりした経験を発表する。

△　今までに困っている友達を助けたことや助けられたことがありますか。
・　保健室に連れて行ってもらったよ。
・　教科書を見せたよ。
	○　登場人物の挿絵を掲示し、確認させる。
○　実物のどんぐりを用意し主人公の気持ちを考えやすくする。

○　お面を用意し、役割演技をさせ、友達にどんぐりをあげようか、やめようか迷う主人公の気持ちに迫らせる。

○　主人公が、感じた恥ずかしさについて考えさせ、後悔の気持ちがうまれたことをとらえさせる。
○　少ししかないのにどんぐりを分けてあげた友達に感心する気持ちや、自分の事だけを考えて
いた気持ちに気付かせる。
○　学校での具体的な場面から、考えさせる。
○　どの意見にも共感する。
	○　どんぐりを拾う主人公のうれしい気持ちに共感できたか。

        （発表・観察）

○　どんぐりをあげようか迷う主人公の気持ちが理解できたか。

（発表・観察）

○　分けてあげた友達に感心し、自分の事だけを考えて恥ずかしい気持ちになった主人公の気持ちを考えることができたか。

　 （発表・観察）

· 友達が困っていた

時には、相手の気持ちを考えて、助けてあげることの大切さを理解できたか。
（発表・観察）

	終末

７

(45)


	４　本時を振り返る。
· 振り返りカードに、勉強し
て気が付いたことや、感じたことを書きましょう。
	○　机間指導をしながら、振り返りカードに書けない児童には、個別に指導する。
○　時間があれば、何人かの振り返りを発表させる。
	　友達を助けたり、助け

られたりしながら生活

しようとする気持ちを

もつことができたか。
　　　（ワークシート）


板書計画
	　　　えんそく
こうえん　　　ぼく
かえりのバス

たかし「しまった。どんぐりをおいてきてしまった。」
よしお　

けいこ
「わけてあげるよ。」

ふたりが「わけてあげるよ。」
と,いったとき、ぼくは、どんなきもちになりましたか。
・ふたりは、やさしいな。

・どんぐりが、たくさんある

のに、わけてあげなかったか

らはずかしいな。
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